
昭和女子大学現代ビジネス研究所 2019 年度紀要 
＜論考＞ 
 

1 
 

アートビジネスの先駆者〜ディアギレフが残した功績 

 
陳 賛淑 1 

 

The Achievements Made by Diaghilev 
− The Pioneer of Art Business 

 
Chansuk Jin 

 
 
１．はじめに 
ストラヴィンスキー、サティ、ピカソ、マティス、シャネル・・・歴史に名を刻む錚々た

る芸術家たちが、とある同じプロジェクトに参加していたことはご存知であろうか？ それ

は、“バレエ・リュス”である。フランス語で“ロシアのバレエ団”を意味する。 
音楽、舞台美術、衣裳、舞踊が一体となる総合芸術の最先端を、世界各国で披露し続けた

一座で、このバレエ団を率いていたのが、セルジュ・ディアギレフである。1909 年から 1929 
年までの 20 年間という、決して長くはない活動期間であったが、ディアギレフ自身とバレ

エ・リュスが残した功績はとても大きい。 
現代的視点で見ると、まさに“アートビジネス”の先駆けとも捉えられる。“プロデューサ

ー”でもあったディアギレフの活動とその意義について考えてみたい。 
 

２．セルジュ・ディアギレフ（1872〜1929）の紹介 
ロシアのウォッカ醸造を生業とする祖父を持つディアギレフは、貴族であった。高位の貴

族ではなかったが、幼少期より芸術に触れる機会を得た。オペラ歌手の夢を諦めたディアギ

レフは、1898 年にロシアで『芸術世界』という雑誌を創刊し、フランス・パリでは、展覧

会や音楽会も開いていた。この経験を生かして、1909 年にバレエ・リュスを結成し、バレ

エ公演を手掛けていくことになる。ディアギレフの、時代を切り開いていく芸術的センスに

よって、数多くの音楽家や振付家、舞踊家（ダンサー）、美術家に光が当たり、才能同士の

コラボレーションが生まれ、各地で最先端の芸術作品（アート）を広めた。 
20 年間の活動期間中、各国の劇場との交渉や、資金調達に奔走し、健康管理を疎かにし

ていたことも起因してか、57 歳で死去した。バレエ・リュスの活動も、ディアギレフの死

と共に幕を降ろすことになった。 
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３．バレエ・リュスの活動とその意義 
イタリアで誕生したバレエだが、19 世紀末のヨーロッパでは衰退し、芸術とは見なされ

ない風潮があった。しかし、ヨーロッパ中の芸術家が集まってくる“芸術の都”パリで、バレ

エ・リュスは最先端の流行を発信し、人気を集める。当時は、主に固定の劇場で公演を行う

国立のバレエ団は存在していたが、バレエ・リュスのように、巡業をメインとする“民間”の
バレエ団はとても珍しい。民間である以上、バレエ公演の興業を行うことは、即ち“ビジネ

ス”と同義となる。 
ヨーロッパ各国に限らず、この時代に、アメリカや南米でも巡業公演を行った。途中、

1914 年に第一次世界大戦が勃発し、公演を行えない期間もあったが、不安定な社会情勢を

経ても、常に興業できる地を求め続けた。新作を制作する意欲も途切れず、新たな作曲家や

振付家、舞台美術家との協業に挑み、20 年間の活動中、68 作品を創作した。ロシアの民話

や当時の社会情勢を反映した作品、異国情緒溢れる作品、バレエの古典作品に新たな解釈を

加えたものや、物議を醸し出す程の前衛的な作品まで、ジャンルの幅広さも特徴である。“ア
ートビジネス”として成立させるために、ディアギレフがどのようなマーケティング力を発

揮していたか、具体的にポイントを絞っていくつか挙げてみたい。 
 
① 公式プログラム（冊子）のこだわり 
現在ほど、公演に関連したグッズなどが豊富に用意できる時代ではなかったため、公式プ

ログラムは観客にとって、また、宣伝ツールとしても大切なアイテムであったことが想像さ

れる。そのプログラムは、現在でもコレクターに人気の貴重な品となっている。表紙や中面

の絵や図にも、才能ある画家陣が起用され、まるで図録のように美しく見応えもあることが、

その理由の一つであろう。 
 
② 演目への緻密な工夫 

ディアギレフは、観客の“生のリアクション”こそが、公演の出来を測るバロメーターと捉

えており、観客の拍手や歓声などをとても重要視し、その反応次第で、興行中の演目を継続

したり、変更したりする細やかな工夫を施していた。また、同演目でも、公演を行う土地に

よっては、ウケが良い場合と、そうでない場合があり、土地柄も大切にしていた。例えば、

スペイン王の庇護のもと、現地に長期滞在していた時期があったが、その際にスペインの踊

りを取り入れた作品を創作し、現地で大変な人気を得た。 
 
③ 券売のための話題作り 

現代でいう、話題作りのための“S N S 拡散”や“炎上商法”と言うと、やや言い過ぎか

もしれないが、敢えて、衣裳や振付が過激な作品を上演し、スキャンダルや物議を醸し出し、

結果的にチケット完売に至らせるやり方は、感心に値する。消費者心理をよく理解し、巧み

に活用していたとも言えよう。 
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④ 才能を発掘するプロデュース能力 
“アートビジネス”を継続していくためには、観客を飽きさせない工夫が何よりも大切に

なってくる。そこで、ディアギレフは、常に新しい才能を求め続け、実際に発掘し、バレエ

団の“看板ダンサー”が恒常的に存在しており、まさに、プロデュース能力に長けていたと言

えるだろう。また、特筆すべきは、バレエ・リュスの創作活動には、冒頭でも述べたように、

ピカソやマティス、シャネルなど、後に世界的アーティストとなる逸材を起用し、これまで

にない舞台美術や衣裳が誕生した。バレエ作品を総合芸術として、“トータルプロデュース”
していたディアギレフの手腕と言えよう。 

 
20 年間の活動期間中、バレエ・リュスを模した団体はいくつか出てきたが、どれも長く

は続かなかった。最大のライバルと言われた“バレエ・スエドワ”（スウェーデン・バレエ団）

も 1920 年から 1925 年と５年間の活動に留まった。ディアギレフ率いるバレエ・リュスが

群を抜いていたことがわかる事実である。 
また、ビジネスには欠かせない資金調達だが、その時々を、各国家や王室による資金援助、

民間のパトロン・パトロネスに支えてもらいながら、なんとか工面していた。常に資金が潤

沢にあった訳ではないが、バレエ・リュスは、当時は珍しい“民間”のバレエ団でありながら、

芸術的にも経済的にも成功していた組織と考えられる。芸術（アート）を市場経済の中で成

立させるためには、この両輪が不可欠である。芸術的に成功しても、興行が赤字続きだと継

続的な活動は難しく、逆に、経済的に成功しても芸術的レベルが低いと、同じく継続的な活

動には至らない。ディアギレフはこの両輪を必死に回し続けたが、あまりの求心力の強さゆ

えに、ディアギレフの不在＝バレエ・リュスの解散となってしまった。 
 
４．後世への影響 
バレエ・リュス解散後、世界中に散らばった振付家やダンサーたちが、その地でバレエを

より発展させ今日に至ることも忘れてはならない。フランス、イギリス、アメリカ、オース

トラリアなどで、バレエ・リュスの後継者たちがバレエ文化を押し上げた。パリ・オペラ座

バレエ団や、英国ロイヤル・バレエ団、ニューヨーク・シティ・バレエ団、アメリカン・バ

レエ・シアターなど、現代でも人気を誇る世界的なバレエ団の結成や、レベルの引き上げに

おいて、重要な影響を与えた人物を多数輩出している。 
また日本でも、ディアギレフやバレエ・リュスにフォーカスした展覧会が、近年開催され

ており、改めて、ディアギレフが残した功績を紐解く作業が行われている。 
 
５．おわりに 
ディアギレフが、稀代の興行師として存在していた時代には、今日のように、携帯電話や

メールは言うまでもなく、固定電話すらビジネスツールとしては存在していなかった。連絡

手段は、電報や手紙が主なものだ。興行を成立させるための交渉や契約には、足を使って、
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交渉先に直接出向く以外方法がなかった。しかも、移動手段は船や列車しかなく、計り知れ

ない時間や労力が費やされたことが容易に推測される。 
20 年間、“芸術の新たな風を生み出すこと”に情熱を持ち続けたディアギレフの姿には、

ビジネスを興す大前提の大義を感じる。今日のビジネスマン、経営者にも学ぶべきことが多

くあるに違いない。 
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